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受け継がれた宝を 地域の誇りに

市指定文化財に指定された矢黒神社の覆屋と本殿。江戸後期の造営
とされる。（上）／観蓮寺の木造伝四天王像は平安後期から鎌倉前期
の制作とされる。写真は広目天と伝えられる木像。（下右）／堀教育
長から指定書が交付された。（下左）

　

市
教
育
委
員
会
は
、
5
月
28
日
付
け
で

新
た
に
５
件
を
人
吉
市
指
定
文
化
財
に
指

定
し
ま
し
た
。
今
回
新
た
に
指
定
さ
れ
た

の
は
①
青
井
阿
蘇
神
社
境
内
に
あ
る
青
井

大
神
宮
の
内な

い
ぐ
う宮
・
外げ

ぐ
う宮
、
②
矢
黒
神
社
本

殿
、
覆お

お
い
や屋
、
拝
殿
・
神じ

ん
く
し
ょ

供
所
、
③
遙よ

う
は
い拝
阿

蘇
神
社
本
殿
、
覆
屋
、
拝
殿
・
神
供
所
、

④
観か

ん
れ
ん
じ

蓮
寺
の
村
山
観
音
堂
、
⑤
同
寺
の
木

造
伝
四
天
王
像
の
５
つ
。
平
成
21
年
に
人

吉
東
小
学
校
の
大
ク
ス
な
ど
2
件
が
指
定

さ
れ
て
以
来
４
年
ぶ
り
の
指
定
で
す
。

　

6
月
4
日
に
、
市
役
所
別
館
で
堀
教
育

長
か
ら
各
施
設
な
ど
の
代
表
者
に
指
定
書

を
交
付
。
今
回
２
件
が
指
定
さ
れ
た
観
蓮

寺
の
那
須
住
職
は「
私
は
41
代
目
の
住
職
。

40
人
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
を
、

次
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は
大
変
な

こ
と
。
大
事
に
管
理
し
て
い
き
た
い
」
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
市
指
定
文

化
財
は
81
件
に
な
り
ま
し
た
。
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ひ
と
よ
し
で
輝
く
人

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と

は
、
働
く
こ
と
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
悩
み
を
抱
え
る
若
者
に
対
し
、
就
職
支
援

や
学
び
直
し
支
援
を
無
料
で
行
う
厚
生
労
働

省
認
定
の
事
業
。
５
月
に
中
青
井
町
に
オ
ー

プ
ン
し
た
「
ひ
と
よ
し
く
ま
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
所
長
が
中
山
さ
ん
だ
。

　

中
山
さ
ん
は
大
学
を
卒
業
後
、
商
社
勤
務

を
経
て
荒
尾
市
に
個
人
経
営
の
学
習
塾
を
開

業
。
学
校
に
行
け
ず
、
塾
か
ら
も
敬
遠
さ
れ

が
ち
な
不
登
校
の
子
ど
も
が
多
い
こ
と
に
気

付
き
、
そ
の
受
け
皿
と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
立
ち
上
げ
る
。

　

そ
の
後
、
県
内
の
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
く

ま
も
と
学
習
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
職
員

に
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資
格
を
取
り
、
勤
務

先
の
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
解
雇

さ
れ
た
人
や
仕
事
に
就
き
た
い
主
婦
、
就

職
浪
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
担
当
し
た
。
そ
の
数
、
年
間
約

１
５
０
０
人
。「
相
談
に
来
た
人
が
就
職
を

決
め
る
と
何
よ
り
も
う
れ
し
か
っ
た
。
そ
の

後
の
活
躍
ぶ
り
を
聞
く
の
が
今
で
も
楽
し
み

で
す
」
と
目
を
細
め
る
。

　

人
吉
に
赴
任
し
て
１
カ
月
以
上
。「
地
域

の
求
人
倍
率
が
低
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

相
談
に
来
る
人
は
最
初
か
ら
あ
き
ら
め
気
味

の
人
が
多
い
」
と
印
象
を
話
す
。
し
か
し
、

家
族
の
た
め
、
他
人
の
た
め
に
働
き
た
い
と

い
う
人
が
多
い
の
も
人
吉
の
特
徴
だ
と
い

う
。「
こ
う
い
う
人
た
ち
に
ぜ
ひ
、
自
分
が

望
む
生
き
方
を
し
て
ほ
し
い
。
ま
ず
は
相
談

に
来
て
く
だ
さ
い
」。
問
い
合
わ
せ
は
同
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎
㉒
２
７
７
０
）
へ
。

ひとよしくま若者サポート
ステーション所長

中山 聖也 さん（七日町）

なかやま　せいや
昭和59年８月21日生まれ。Ａ型。奥さ
んと４匹の愛犬を長洲町の自宅に残し、
単身赴任中。散歩をして癒やされるだけ
でなく、引きこもりの子どもの対応に
ドッグセラピーを取り入れたり、地元の
保健所では動物愛護推進委員を務めたり
と、公私にわたって犬は中山さんの大事
なパートナー。人吉ではぜひラフティン
グを体験してみたいそう。
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球
磨
川
―
。

古
く
は
木ゆ

う

ば
綿
葉
川
や
大
川
と

も
よ
ば
れ
た
日
本
三
急
流
の

一
つ
。

こ
の
急
流
の
恩
恵
を
受
け

た
川
下
り
舟
が
、
今
日
も

四
十
八
瀬
を
進
む
。

「
球
磨
川
下
り
」
が
、
人
吉

の
観
光
資
源
の
代
名
詞
と

な
っ
て
幾
十
年
。

そ
の
球
磨
川
下
り
が
今
、
正

念
場
を
迎
え
て
い
る
。

　

昭
和
46
年
に
約
5
万
人
だ
っ
た

球
磨
川
下
り
の
乗
客
数
は
年
々
そ

の
数
を
増
や
し
、
球
磨
村
に
球
泉

洞
が
オ
ー
プ
ン
し
た
昭
和
50
年
に

は
初
め
て
10
万
人
を
突
破
。
そ
の

後
も
増
え
続
け
、
昭
和
56
年
に
は

過
去
最
高
の
13
万
７
０
２
９
人
を

記
録
す
る
。
そ
の
後
い
っ
た
ん
数

を
減
ら
す
が
、
平
成
元
年
12
月
に

九
州
自
動
車
道
人
吉
―
八
代
間
が

開
通
す
る
と
、
翌
年
に
は
再
び

10
万
人
の
大
台
に
。
し
か
し
好
況

時
は
長
く
は
続
か
ず
、
そ
の
後
は

減
少
カ
ー
ブ
へ
突
入
。
昨
年
（
平

成
24
年
）
は
、
つ
い
に
3
万
人
を

割
っ
て
し
ま
っ
た
。
20
年
間
で

10
万
人
以
上
が
減
少
、
4
分
の
１

に
激
減
し
た
計
算
だ
。
こ
の
ま
ま

で
は
近
い
将
来
、
見
慣
れ
た
風
物

詩
が
こ
の
球
磨
川
か
ら
消
え
て
し

ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

　

で
は
人
吉
を
訪
れ
る
観
光
客
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。
平
成
20
年
の
青

井
阿
蘇
神
社
の
国
宝
指
定
や
翌
年

の
Ｓ
Ｌ
人
吉
運
行
の
効
果
も
あ

り
、
こ
こ
数
年
は
１
０
０
万
人
前

後
で
推
移
し
昨
年
は
過
去
最
高
の

１
３
５
万
人
以
上
を
記
録
し
た
。

一
方
で
宿
泊
客
数
は
苦
戦
。
昭
和

50
年
代
は
30
〜
60
万
人
だ
っ
た

が
、
最
近
は
20
万
人
前
後
に
。
昨

年
は
16
万
人
を
割
っ
た
。
市
の
助

役
や
、
く
ま
川
下
り
株
式
会
社
の

株
主
・
取
締
役
と
し
て
、
20
年
以

上
球
磨
川
下
り
を
見
続
け
て
き
た

熊く
ま
さ
こ迫
隆た

か
しさ
ん
は
「
昔
は
、
球
磨
川

下
り
と
人
吉
の
旅
館
、
観
光
に
携

わ
る
団
体
が
一
体
と
な
っ
た
観
光

づ
く
り
を
し
て
い
た
。
最
近
は
そ

う
い
っ
た
空
気
が
薄
く
な
っ
て
き

た
よ
う
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
で
動
い
て

い
る
印
象
を
受
け
る
」
と
人
吉
の

観
光
全
体
の
変
化
を
心
配
す
る
。

　

球
磨
川
下
り
自
体
に
も
問
題
点

が
あ
る
。「
時
間
が
長
す
ぎ
る
」「
着

い
た
ら
乗
客
を
放
り
っ
ぱ
な
し
」

な
ど
だ
。熊
迫
さ
ん
も「
そ
う
い
っ

た
問
題
へ
の
取
り
組
み
が
十
分
で

は
な
か
っ
た
。
お
客
さ
ん
を
お
も

て
な
し
す
る
と
い
う
意
識
が
足
り

な
か
っ
た
の
で
は
？
」
と
話
す
。

　

私
た
ち
市
民
も
「
他
人
事
」
に

な
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
昔
は

ま
ち
の
人
が
、川
下
り
舟
に
向
か
っ

て
手
を
振
る
姿
を
よ
く
見
か
け
た

そ
う
だ
。
今
は
そ
う
い
う
風
情
が

な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

　

球
磨
川
下
り
の
危
機
。
こ
れ
を

乗
り
越
え
る
た
め
に
、
く
ま
川
下

り
株
式
会
社
や
観
光
関
係
者
だ
け

で
な
く
、
市
民
み
ん
な
が
球
磨
川

下
り
に
意
識
を
向
け
、
何
が
で
き

る
か
を
考
え
る
時
な
の
か
も
し
れ

な
い
。

消滅の危機
かつて「世界一のウオーターシュート」と絶賛された
球磨川下り。多くの文化人もこの川を下り球磨川の風
景をたたえてきた。しかしここ最近、球磨川下りの乗
客数の減少が止まらない。

「山が荒れ、堤防が造られて川の
流れが昔と変わったですもんな」。
ある船頭さんの言葉だ。そのせい
か、昔と比べて川の濁りや水量の
減少が気になるとか。「川が濁りす
ぎるとお客さんに申し訳なか…」。
こういったことも乗客減少につな
がっているのかもしれない。

平
24

平
19

平
14９

平
４
平昭

62
昭
57

昭
52

昭
47

15万

12万

９万

６万

３万

120万

90万

60万

30万

観光客数
宿泊客数

乗客数(人）

13万7,029人
昭和56年乗客数

２万9,787人
平成24年乗客数

(人）

球磨川下り乗客数と市内観光客数・宿泊客数の推移

球磨川下り乗客数
観光客数
宿泊客数

※市観光振興課調べ。数値は全てその年の1月～ 12月の累計。
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急流の歩み
　

約
３
５
０
年
前
の
江
戸
時
代
初

期
ま
で
、
人
吉
か
ら
八
代
へ
行
く

た
め
に
は
、
山
越
え
か
球
磨
川
沿

い
の
険
し
い
道
を
通
る
し
か
な

か
っ
た
。
当
時
の
球
磨
川
は
急
流

の
上
に
巨
大
な
岩
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と

横
た
わ
り
、
そ
れ
が
舟
の
行
き
来

を
遮
っ
て
い
た
の
だ
。

　

こ
の
状
況
を
打
開
し
よ
う
と
一

人
の
男
が
立
ち
上
が
る
。
相
良
藩

の
御
用
商
人
だ
っ
た
林
正ま

さ
も
り盛
翁
。

彼
は
私
財
を
投
じ
て
、
川
の
瀬
に

横
た
わ
る
大
岩
を
取
り
除
く
一
大

事
業
に
臨
む
。
3
年
の
月
日
を
重

ね
、
寛
文
4
年
（
１
６
６
４
年
）

に
工
事
は
完
成
。
以
前
か
ら
舟
が

通
っ
て
い
た
球
磨
村
の
多た

ぶ
の
き

武
除
か

ら
八
代
ま
で
と
合
わ
せ
、
舟
運
の

水
路
が
確
保
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら

２
０
０
年
以
上
、
球
磨
川
の
舟
運

は
、
人
々
の
交
通
と
物
資
の
運
搬

に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。

　

時
は
流
れ
、
日
露
戦
争
直
後
の

明
治
41
年
6
月
。
八
代
―
人
吉
間

に
鉄
道
が
開
通
す
る
と
状
況
は
一

変
す
る
。
ス
ピ
ー
ド
・
運
搬
量
に

勝
る
鉄
道
の
登
場
で
舟
運
は
一
気

に
衰
退
し
、
そ
こ
で
働
い
て
い
た

人
や
川
舟
は
お
払
い
箱
に
。

　

そ
ん
な
時
代
で
あ
っ
た
明
治

43
年
、
現
在
の
温
泉
町
で
温
泉

の
発
掘
に
成
功
し
た
温
泉
旅
館

「
翠す
い
ら
ん
ろ
う

嵐
楼
」
の
創
業
者
・
川
野
廉
き
よ
し

翁
は
、
あ
る
日
廃
船
同
様
と
な
っ

て
い
た
川
舟
を
見
て
、
こ
の
舟
を

活
用
し
た
観
光
遊
覧
船
事
業
を
思

い
つ
く
。
そ
の
後
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
、
つ
い
に
宿
泊
客
を
乗
せ

た
遊
覧
船
が
翠
蘭
楼
前
か
ら
葦
北

郡
白し

ろ
い
し石

へ
向
け
て
出
発
。
大
好
評

を
得
た
。
球
磨
川
下
り
誕
生
の
瞬

間
だ
っ
た
。

　

昭
和
に
変
わ
る
こ
ろ
ま
で
、
球

磨
川
下
り
は
旅
館
が
宿
泊
客
の
希

望
す
る
時
に
運
行
し
、
団
体
な
ど

の
貸
し
切
り
舟
だ
け
で
あ
っ
た
。

し
か
し
昭
和
2
年
、
観
光
へ
の
関

心
の
高
ま
り
か
ら
球
磨
川
下
り
の

定
期
船
を
開
始
。
毎
週
土
・
日
に

人
吉
―
白
石
間
に
乗
り
合
い
の
川

下
り
舟
が
運
航
し
た
。
昭
和
9
年

に
は
人
吉
町
（
現
人
吉
市
）
が
、

長
崎
、
熊
本
、
門
司
な
ど
の
博
覧

会
で
宣
伝
用
の
フ
ィ
ル
ム
を
映

写
。
そ
の
効
果
も
あ
っ
て
か
、
客

数
も
順
調
に
推
移
す
る
。し
か
し
、

太
平
洋
戦
争
も
敗
色
濃
厚
と
な
っ

た
昭
和
19
年
、
船
頭
た
ち
も
次
々

に
戦
場
へ
借
り
出
さ
れ
、
球
磨
川

下
り
も
中
断
に
追
い
込
ま
れ
て
し

ま
っ
た
。

　

戦
争
中
途
絶
え
て
い
た
球
磨
川

下
り
は
、
市
内
の
温
泉
旅
館
組
合

と
人
吉
市
観
光
課
の
合
同
事
業
と

し
て
昭
和
23
年
に
再
開
。
そ
の
後

両
者
は
「
球
磨
川
下
り
定
期
船
組

合
」
を
設
立
す
る
。
ま
た
昭
和
26

年
に
は
2
番
目
の
会
社
「
球
磨
川

下
り
有
限
会
社
」、
昭
和
36
年
に

は
3
番
目
と
な
る
「
有
限
会
社
人

吉
観
光
球
磨
川
下
り
」が
参
入
し
、

３
社
で
競
い
合
う
形
に
。
戦
後
の

経
済
復
興
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
乗

船
客
も
増
え
続
け
、
所
有
す
る
舟

の
数
も
３
社
合
わ
せ
て
50
艘そ
う

以
上

と
球
磨
川
下
り
黄
金
時
代
の
到
来

と
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
昭
和
37
年
7
月
14

日
、
最
悪
の
事
態
が
発
生
す
る
。

前
夜
の
雨
で
増
水
し
た
球
磨
川
を
、

観
光
客
を
乗
せ
て
こ
ぎ
出
し
た「
球

磨
川
下
り
有
限
会
社
」
の
舟
が
球

磨
村
一
勝
地
付
近
で
転
覆
。
激
流

に
16
人
が
投
げ
出
さ
れ
9
人
が
亡

く
な
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が

起
き
た
の
だ
。
こ
れ
は
水
し
ぶ
き

に
驚
い
た
乗
客
が
片
側
に
移
っ
た

こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

10
人
の
定
員
を
上
回
る
16
人
が
乗

船
し
て
い
た
こ
と
も
関
係
し
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
３
社
間
の
激
し

い
競
争
が
裏
目
に
出
た
結
果
で

あ
っ
た
。
補
償
問
題
や
事
故
の
影

響
を
受
け
た
乗
客
減
少
で
「
球
磨

川
下
り
有
限
会
社
」
は
経
営
に
行

き
詰
ま
る
。
翌
年
、人
吉
市
の
あ
っ

せ
ん
で
３
社
が
合
併
し
「
人
吉
観

光
株
式
会
社
」（
現
く
ま
川
下
り
株

式
会
社
）
が
誕
生
。
再
出
発
を
目

指
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

再
出
発
後
、
相
良
村
柳
瀬
―
人

吉
間
の
第
2
コ
ー
ス
の
新
設
（
そ

の
後
廃
止
）
や
、
舟
の
安
定
性
を

高
め
る
た
め
に
舟
幅
を
広
げ
定
員

を
10
人
か
ら
15
人
に
増
や
す
な
ど

の
改
良
を
進
め
、
客
足
は
徐
々
に

回
復
。
昭
和
50
年
に
な
る
と
九
州

最
大
の
鍾
乳
洞「
球
泉
洞
」が
オ
ー

プ
ン
。
球
磨
川
下
り
と
鍾
乳
洞
見

学
の
セ
ッ
ト
観
光
が
大
当
た
り

し
、
乗
客
も
う
な
ぎ
上
り
に
。
船

着
き
場
も
今
ま
で
の
白
石
か
ら
球

泉
洞
の
下
へ
変
更
さ
れ
た
。

　

球
磨
川
下
り
は
、
そ
の
後
も

「
球
磨
村
渡
―
球
泉
洞（
急
流
コ
ー

ス
）、
人
吉
―
渡
（
清
流
コ
ー
ス
）

の
新
設
」、「
川
下
り
に
花
を
添
え

て
い
た
ガ
イ
ド
嬢
を
人
材
不
足
の

た
め
廃
止
」
な
ど
紆う

よ余
曲
折
を
経

て
、
時
代
の
波
に
揺
ら
れ
な
が
ら

現
在
も
球
磨
の
大
河
を
彩
っ
て
い

る
。

夢に現れた稲荷様のお告げを受けた林正盛翁
が、最大の難所といわれた球磨村大瀬付近の巨
岩「亀石」を取り除いたというエピソードは有
名だ。この絵は亀石の上で火をたき、石を割っ
ている様子を描いたもの。右下の岸で陣頭指揮
を執っているのが正盛翁。（人吉西小学校所蔵）

球磨川を観光用の舟が下りはじめて100年以上がた
つ。この様子は、今では私たちの中で当たり前の風景
になっている。球磨川下りがどのように生まれて、ど
う歩んできたのか振り返る。

球磨川下りの父・川野廉翁。翁は旅館
の宿泊客に楽しんでもらうだけでな
く、それが人吉ならではのものではな
いと意味がないと考え、熟考の末に球
磨川下りを考え出した。（翠嵐楼所蔵）

亀割石の巨岩伝説

帆を張った船団が球磨川をさかのぼる
様子。風だけでは流れに勝てないので、
二人がかりで舟をこいだり、岸から
引っ張ったと言われている。写真の詳
細は分からないが大正時代の様子か。

多くの文化人も球磨川下りを楽しんだ。
写真は与謝野晶子・鉄幹夫婦が訪れた
時の様子。中央の着物姿の女性が晶子
で、２人隣の帽子をかぶった男性が鉄
幹。間には６女の姿も。（鍋屋本館所蔵）

昭和50年後半の初下りの様子。宝船
を浮かべ、一年の安全を祈願。
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赤
字
だ
っ
た
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス

を
立
て
直
さ
れ
た
エ
イ
チ
・
ア
イ
・

エ
ス
の
澤
田
社
長
が
常
々
お
っ

し
ゃ
る
の
が
「
経
費
の
2
割
削

減
、
売
り
上
げ
の
2
割
ア
ッ
プ
で

必
ず
黒
字
に
転
換
す
る
」
と
い
う

こ
と
。
く
ま
川
下
り
株
式
会
社
で

も
今
年
度
か
ら
人
件
費
を
減
ら
し

ま
し
た
。
あ
と
は
２
割
の
収
益
増

の
た
め
に
取
り
組
む
の
み
で
す
。

　

現
在
の
厳
し
い
状
況
は
、

口こ
う
て
い
え
き

蹄
疫
や
天
竜
川
事
故
な
ど
の
外

的
な
原
因
が
あ
る
の
は
間
違
い
な

い
。
し
か
し
会
社
自
体
が
時
代
に

合
っ
た
接
客
や
営
業
が
で
き
て
い

な
か
っ
た
こ
と
も
、
も
う
一
つ
の

大
き
な
原
因
だ
と
思
い
ま
す
。
例

え
ば
今
使
っ
て
い
る
舟
に
し
て

も
、
お
年
寄
り
や
女
性
、
障
が
い

者
に
と
っ
て
は
乗
船
し
に
く
い
も

の
で
す
。
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
も

何
ら
か
の
改
善
を
し
て
い
か
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
昭
和
56
年
に
人
吉
か
ら

球
泉
洞
ま
で
下
っ
て
い
た
コ
ー
ス

を
、
清
流
・
急
流
の
２
コ
ー
ス
に

分
け
ま
し
た
。
時
代
の
流
れ
で
、

所
要
時
間
を
短
く
し
た
の
は
い
い
。

し
か
し
、
本
来
な
ら
コ
ー
ス
が
短

く
な
っ
た
ぶ
ん
料
金
も
下
げ
る
べ

き
だ
っ
た
の
に
、
逆
に
値
上
げ
し

て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
お
客
さ
ま

が
減
っ
た
。
い
つ
の
間
に
か
会
社

が
「
お
客
さ
ま
目
線
」
か
ら
ず
れ

て
い
っ
た
ん
で
す
。
こ
こ
を
変
え

て
い
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

今
ま
で
は
、
ス
リ
ル
を
楽
し
め

る
渡
発
船
の
急
流
コ
ー
ス
ば
か
り

を
お
客
さ
ま
に
勧
め
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
私
は
、
球
磨
川
下
り

は
人
吉
か
ら
発
船
し
な
い
と
だ
め

だ
と
思
い
ま
す
。
街
の
真
ん
中
を

舟
が
下
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
絵
に

な
る
。
街
な
か
で
な
い
と
、
人
の

目
に
も
留
ま
り
ま
せ
ん
よ
ね
。
ま

ず
は
人
吉
を
訪
れ
る
人
の
目
に
触

れ
て
も
ら
い
、
こ
こ
に
川
下
り
が

あ
る
ん
だ
と
知
っ
て
も
ら
う
。
そ

こ
か
ら
始
ま
る
と
思
う
ん
で
す
。

　
「
素
晴
ら
し
い
技
術
」
と
「
あ

た
た
か
い
お
も
て
な
し
」。
ど
ち

ら
も
大
事
で
す
が
、
よ
り
大
切
な

の
は
お
も
て
な
し
で
す
。
お
客
さ

ま
は
技
術
よ
り
も
お
も
て
な
し
に

感
動
さ
れ
、
ま
た
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
今
ま
で
は
操
船
な
ど
の
技

術
は
あ
っ
た
が
、
お
も
て
な
し
は

弱
か
っ
た
。「
あ
た
か
か
く
一
歩

踏
み
込
ん
だ
お
も
て
な
し
」
を
目

指
し
ま
す
。
ま
た
、
最
近
は
体
験

型
の
観
光
が
人
気
で
す
。そ
こ
で
、

今
年
か
ら
「
櫓
こ
ぎ
体
験
」
が
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
う
い

う
も
の
も
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
次
々
に
話
題
性
の

あ
る
イ
ベ
ン
ト
・
商
品
を
打
ち
出

し
、
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
観
光

客
だ
け
で
な
く
、
市
内
の
方
に
も

利
用
し
や
す
い
料
金
・
時
間
設
定

の
プ
ラ
ン
を
準
備
し
ま
す
。
ぜ
ひ

人
吉
球
磨
の
皆
さ
ん
も
一
度
川
下

り
を
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

誰
が
何
と
言
お
う
と
、
球
磨
川
下

り
は
人
吉
球
磨
の
「
宝
」
な
ん
で

す
か
ら
。

T O P  I N T E R V I E W
くま川下り株式会社

井上　幸生  代表取締役

再
生
へ　
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス

昨
年
12
月
に
く
ま
川
下
り
株
式
会
社
の
社
長
に
就
任
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
再

生
プ
ラ
ン
の
立
ち
上
げ
な
ど
球
磨
川
下
り
再
生
に
奔
走
す
る
井
上
社
長
に

話
し
を
聞
い
た
。

ＰＲＯＦＩＬＥ　いのうえ　ゆきお
昭和28年8月16日生。大阪で８年間働いた後、昭和54年
から鍋屋本館に20年、くま川下り(株)に２年、一勝地温
泉かわせみに12年勤務。平成24年12月25日にくま川下り
(株)社長に就任。趣味は山歩きやカメラなど。最近、2人
乗り用のラフティングボートを購入。「社長に就任したか
らには自分自身で川下りを体験しないと」と思いを語る。

再生への道
くま川下り株式会社が、社運をかけて再生に取り組み
始めた。大きな流れに乗るために近道はない。地道に
一歩また一歩と歩を進めていく。

自然を満喫できました。途中から景
色が単調すぎたので、季節の花を沿
岸に植えればもっと楽しめそう。

ちょっと時間が長すぎます
ね。あと暑すぎるので、何
らかの対策をしてほしい。

時間がゆっくり流れていく感じがと
ても素敵でした。駅から発船場まで
の交通の弁が悪いのが少し残念。

水
落
さ
ん
（
東
京
）

阿
部
さ
ん
（
東
京
）

三
浦
さ
ん
（
島
根
）

穴
吹
さ
ん
（
香
川
）

北
岡
さ
ん
（
京
都
）

（
京
都
）

球
磨
川
下
り
に

球
磨
川
下
り
に

乗
っ
て
ひ
と
こ
と

乗
っ
て
ひ
と
こ
と

清
流
コ
ー
ス(

人
吉
ー
渡)

の
お
客
さ
ん

に
球
磨
川
下
り
の
感
想
を
聞
い
た
。

▶ ▶ 
「祝船」と書かれた帆掛け船に続き、初々しい新郎新婦とその親
族を乗せた舟が球磨川を下る婚礼祝い船。「『人吉で結婚式と言え
ば、球磨川を下って国宝・青井阿蘇神社で式を挙げる』というふ
うに、人吉球磨の新たな風物詩になれば」と未来を描く。要予約。

　

球
磨
川
下
り
で
観
光
客
に
人
気

が
あ
る
の
は
、
ス
リ
ル
満
点
の
急

流
コ
ー
ス
（
渡
―
球
泉
洞
）。
し

か
し
急
流
コ
ー
ス
は
、
球
磨
川
の

水
量
が
多
い
4
月
か
ら
10
月
ま
で

し
か
運
行
で
き
な
い
。
そ
の
期
間

で
も
渇
水
に
な
る
と
、
運
休
に
な

る
こ
と
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
球
磨
川
下
り
株
式
会
社

が
再
生
へ
の
足
が
か
り
と
し
て
目

を
付
け
た
の
が
、
年
間
を
通
し
て

運
行
が
可
能
な
清
流
コ
ー
ス
（
人

吉
―
渡
）を
活
用
し
た
プ
ラ
ン
だ
。

す
で
に
人
吉
発
船
場
か
ら
く
ま
が

わ
荘
ま
で
下
る
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス

や
、
婚
礼
祝
い
船
な
ど
を
ス
タ
ー

ト
。
ま
た
今
ま
で
に
な
い
客
層
を

狙
い
、
6
月
に
は
シ
ョ
ー
ト
コ
ー

ス
を
利
用
し
た「
婚
活
イ
ベ
ン
ト
」

も
初
め
て
開
催
。大
盛
況
だ
っ
た
。

　

そ
れ
以
外
に
も
、
今
年
の
夏
休

み
に
開
催
予
定
の
市
内
の
観
光
関

係
団
体
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
プ
レ

ゼ
ン
ト
抽
選
会
や
、
球
磨
村
と
協

力
し
て
来
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
目

指
す
「
川
の
駅
」
の
プ
ラ
ン
も
進

行
中
。
同
社
の
井
上
社
長
は
「
一

度
に
何
も
か
も
変
え
る
こ
こ
と
は

難
し
い
。
ま
ず
は
考
え
つ
く
こ
と

を
、一
つ
ず
つ
や
っ
て
い
き
た
い
」

と
再
生
を
誓
う
。

▶ ▶ 
人吉城跡付近を回遊し、くまがわ荘まで下る30分のコース。既
存のコースは所要時間が90分かかるため、「時間がない方にも川
下りを体験してもらいたい」と考えられたプラン。8～ 10人で
運行し、料金も1,500円（大人1人）と利用しやすい。くまがわ
荘の食事・温泉がセットになったコースもあり。要予約。

◎球磨川下り再生プランの一部を紹介！

　

九
州
で
本
格
的
な
川
下
り
を
体

九
州
で
本
格
的
な
川
下
り
を
体

験
で
き
る
の
は
、
こ
こ
球
磨
川
だ

験
で
き
る
の
は
、
こ
こ
球
磨
川
だ

け
だ
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
宝
が
あ

け
だ
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
宝
が
あ

る
人
吉
に
住
む
私
た
ち
に
は
、
こ

る
人
吉
に
住
む
私
た
ち
に
は
、
こ

れ
を
守
り
育
て
て
い
く
使
命
が
あ

れ
を
守
り
育
て
て
い
く
使
命
が
あ

る
。
く
ま
川
下
り
株
式
会
社
や
観

る
。
く
ま
川
下
り
株
式
会
社
や
観

光
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
人
吉
に

光
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
人
吉
に

住
む
一
人
一
人
が
そ
う
思
う
こ
と

住
む
一
人
一
人
が
そ
う
思
う
こ
と

が
大
切
だ
。

が
大
切
だ
。

　

ま
ず
は
球
磨
川
下
り
の
舟
に
手

　

ま
ず
は
球
磨
川
下
り
の
舟
に
手

を
振
っ
て
み
よ
う
。
き
っ
と
舟
か

を
振
っ
て
み
よ
う
。
き
っ
と
舟
か

ら
手
を
振
り
返
し
て
く
る
だ
ろ

ら
手
を
振
り
返
し
て
く
る
だ
ろ

う
。
そ
う
す
る
と
乗
客
も
私
た
ち

う
。
そ
う
す
る
と
乗
客
も
私
た
ち

も
心
が
あ
た
た
か
く
な
れ
る
。

も
心
が
あ
た
た
か
く
な
れ
る
。

　

そ
れ
か
ら
一
度
は
球
磨
川
下
り

　

そ
れ
か
ら
一
度
は
球
磨
川
下
り

に
乗
っ
て
み
る
の
も
い
い
。
球
磨

に
乗
っ
て
み
る
の
も
い
い
。
球
磨

川
下
り
の
魅
力
や
課
題

川
下
り
の
魅
力
や
課
題

が
見
え
て
く
る
。
い
つ

が
見
え
て
く
る
。
い
つ

も
と
視
点
が
変
わ
る
こ

も
と
視
点
が
変
わ
る
こ

と
で
、
今
ま
で
見
え
て

と
で
、
今
ま
で
見
え
て

こ
な
か
っ
た
、
人
吉
の

こ
な
か
っ
た
、
人
吉
の

ま
ち
の
姿
が
見
え
て
く

ま
ち
の
姿
が
見
え
て
く

る
か
も
し
れ
な
い
。
こ

る
か
も
し
れ
な
い
。
こ

う
い
っ
た
こ
と
が
き
っ

う
い
っ
た
こ
と
が
き
っ

と
球
磨
川
下
り
再
生
の

と
球
磨
川
下
り
再
生
の

手
助
け
に
な
る
。
そ
し

手
助
け
に
な
る
。
そ
し

て
そ
の
手
助
け
は
、
球

て
そ
の
手
助
け
は
、
球

磨
川
下
り
の
ふ
る
さ

磨
川
下
り
の
ふ
る
さ

と
・
人
吉
に
住
む
私
た

と
・
人
吉
に
住
む
私
た

ち
に
し
か
で
き
な
い
こ

ち
に
し
か
で
き
な
い
こ

と
な
の
だ
。

と
な
の
だ
。

【問合せ】くま川下り株式会社（☎２２－５５５５）

【参考文献】人吉球磨の交通史（人吉球磨の交通史編纂委員会）、すきです球磨川歴史編（国土交通省八代工事事務
　　　　　所）、新・球磨学（熊本日日新聞社）、熊本の川と生活（牛島盛光）、流れのある風景（九州地方建設局）
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今年もチェック お口の健康

企業が求める人材とは？ 学校の応援いつもありがとう

　

日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
学
校

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
を
学

校
に
招
い
て
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

よ
う
と
、
６
月
21
日
に
西
瀬
小
学
校

で
感
謝
の
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
読

み
聞
か
せ
や
一
斉
下
校
の
見
守
り
、

部
活
動
の
指
導
な
ど
、
地
域
住
民
が

無
償
で
学
校
を
支
援
す
る
取
り
組
み

で
す
。
体
育
館
で
行
わ
れ
た
感
謝
の

会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

を
前
に
児
童
代
表
の
西
村
果か

り
ん林
さ
ん

が
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
、
全
員
で
校

歌
を
斉
唱
。そ
の
後
会
場
を
移
動
し
、

み
ん
な
で
給
食
を
食
べ
な
が
ら
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

　

6
月
8
日
に
、
下
薩
摩
瀬
町
の
ゆ

め
マ
ー
ト
で
歯
の
無
料
健
診
と
相
談

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
人
吉
市

歯
科
医
師
会
が
「
歯
と
口
の
健
康
週

間
」（
6
月
4
日
〜
10
日
）
に
合
わ

せ
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
。

　

会
場
で
は
、
訪
れ
た
人
の
歯
や
口

の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
。
小
学
生
以

下
の
希
望
者
に
は
フ
ッ
素
塗
布
、
高

齢
者
に
は
飲
み
込
む
力
を
調
べ
る
嚥え

ん
げ下

力
検
査
も
無
料
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
70
歳
以
上
で
自
分
の
歯
が
20

本
以
上
あ
る
方
に
は
表
彰
状
を
贈
呈
。

表
彰
を
受
け
た
84
歳
の
女
性
は
「
三

食
ご
と
に
歯
の
裏
表
と
歯
ぐ
き
を
磨
い

て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
し
た
。

　

就
職
を
希
望
す
る
人
吉
球
磨
の
高

校
生
と
企
業
と
の
意
見
交
換
会
が
、

６
月
17
日
に
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ク
平
安

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
の
５
企

業
と
、
来
春
卒
業
予
定
の
高
校
生

１
０
０
人
以
上
が
参
加
。

　

意
見
交
換
会
は
、
生
徒
と
企
業
担

当
者
が
語
り
合
う
座
談
会
形
式
。
生

徒
は
「
企
業
が
求
め
る
人
材
は
」「
面

接
で
重
視
す
る
こ
と
は
」
な
ど
と
質

問
し
、
企
業
側
の
回
答
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
球

磨
工
高
の
北
島
佳よ

し
き樹
さ
ん
は
「
進
路

に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
。
企
業
に
求

め
ら
れ
る
人
材
に
な
れ
る
よ
う
が
ん

ば
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

メモを取りながら企業担当者の話を聞く高校生 ボランティアの皆さんに校歌を歌う児童

大きく口を開けて虫歯がないかチェック！

お米作りのかわいい味方   目指すは１つ「全国制覇」

　

8
月
4
日
に
菊
池
市
で
開
催
さ
れ

る
熊
本
県
女
性
消
防
操
法
大
会
を
前

に
、
人
吉
市
女
性
消
防
隊
が
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
か
ら
訓
練
を
開

始
。
現
在
は
市
役
所
別
館
駐
車
場
で

休
日
や
仕
事
が
終
わ
っ
た
夜
間
に
週

3
回
の
訓
練
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
競
技
は
選
手
5
人
で
ホ
ー
ス

を
つ
な
ぎ
、
62
㍍
と
64
㍍
先
に
あ
る

２
つ
の
的
を
落
と
す
ま
で
の
時
間
と

規
律
を
競
う
も
の
。
指
揮
者
を
務
め

る
桒
原
政ま

さ
こ子
隊
長
は
「
前
回
は
2
位

だ
っ
た
。
残
り
1
カ
月
鍛
え
上
げ
て

今
年
こ
そ
県
大
会
で
優
勝
し
、
全
国

で
も
1
位
を
と
り
ま
す
」
と
力
強
く

目
標
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
。

夜間に訓練を続ける女性消防隊の隊員
　

ア
イ
ガ
モ
農
法
に
よ
る
米
作
り
に

取
り
組
む
中
原
小
学
校
の
４
年
生

が
、
６
月
24
日
、
10
羽
の
ア
イ
ガ
モ

を
水
田
に
放
し
ま
し
た
。
同
校
は
ア

イ
ガ
モ
農
法
に
取
り
組
ん
で
今
年
で

13
年
目
で
す
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、

か
わ
い
い
ら
し
い
ア
イ
ガ
モ
の
ヒ
ナ

を
見
る
と
児
童
は
大
よ
ろ
こ
び
。
放

鳥
す
る
と
ヒ
ナ
は
勢
い
よ
く
水
田
を

泳
ぎ
回
り
、
児
童
の
歓
声
が
上
が
り

ま
し
た
。
今
後
は
当
番
を
決
め
て
毎

日
世
話
を
し
て
い
き
ま
す
。
ア
イ
ガ

モ
を
放
し
た
福
島
玲れ

な奈
さ
ん
は
「
虫

を
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
大
き
く
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

放鳥を前に恐る恐るヒナを受け取る児童

　

こ
の
た
び
、
6
月
末
を
も
ち
ま
し
て
副
市
長
を
退
任
し
、
7
月
か
ら
経
済
産

業
省
に
復
帰
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
地
方
に
赴
任
す
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
単
身
赴
任
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
期
待
と
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
て
2
年
間

を
有
意
義
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

人
吉
は
「
お
湯
よ
し
、
焼
酎
よ
し
、
お
人
よ
し
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
私

が
想
像
し
た
以
上
に
素
晴
ら
し
い
地
域
で
し
た
。
温
泉
が
大
好
き
な
私
は
人
吉

球
磨
に
あ
る
50
か
所
近
く
の
温
泉
を
全
て
回
り
ま
し
た
。泉
質
が
微
妙
に
違
い
、

ど
こ
の
温
泉
も
ツ
ル
ツ
ル
し
て
い
て
最
高
で
し
た
。
お
酒
も
好
き
な
私
は
つ
い

つ
い
球
磨
焼
酎
を
飲
み
す
ぎ
て
し
ま
い
、
次
の
日
に
後
悔
す
る
こ
と
も
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
常
圧
の
焼
酎
を
好
ん
で
飲
ん
で
お
り
ま
し
た
。
特
に
「
燗か

ん

ロ
ッ

ク
」
と
い
う
飲
み
方
は
目
か
ら
ウ
ロ
コ
で
し
た
。
東
京
で
も
愛
飲
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

一
番
驚
い
た
の
は
、
小
中
高
校
生
と
道
で
す
れ
違
う
と
あ
い
さ
つ
を
し
て
く

れ
る
こ
と
で
す
。
し
か
も
横
断
歩
道
を
渡
っ
た
後
に
振
り
返
っ
て
あ
い
さ
つ
し

て
く
れ
た
時
は
、
運
転
し
て
い
て
と
て
も
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
で
す
。

　

人
吉
は
城
下
町
風
情
が
漂
い
、
た
く
さ
ん
の
自
然
が
残
っ
て
い
て
、
初
め
て

来
た
の
に
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
な
い
、古
き
良
き
日
本
が
残
っ
て
い
る
場
所
で
す
。

ず
っ
と
こ
の
歴
史
・
伝
統
文
化
を
残
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

東
京
に
帰
っ
て
も
、
人
吉
は
自
分
の
故
郷
と
思
い
、
応
援
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
職
務
を
遂
行
で

き
ま
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
謹
ん
で
お
礼
申
し
上
げ
ま
し
て
、
退
任
の
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「２年間お世話になりました」 髙橋隆副市長退任あいさつ 地域みんなで災害に備えよう

　

矢
黒
町
内
会
（
寺
本
訓く
に
た
だ忠
会
長
）

は
、
６
月
23
日
に
台
風
接
近
を
想
定

し
た
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
町
内
会
で
独

自
に
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

午
前
10
時
に
避
難
指
示
が
発
令
さ

れ
る
と
、
住
民
は
電
話
連
絡
網
と
防

災
無
線
で
情
報
伝
達
し
、
避
難
所
の

矢
黒
町
公
民
館
に
次
々
と
避
難
。
消

防
団
О
Ｂ
は
要
援
護
者
の
搬
送
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
訓
練
に
は
町
内
の

約
半
数
の
世
帯
か
ら
84
人
が
参
加
。

公
民
館
で
は
避
難
時
の
留
意
事
項
や

過
去
の
災
害
に
つ
い
て
学
び
、
女
性

部
の
炊
き
出
し
に
よ
る
お
に
ぎ
り
と

豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

避難先の公民館で安否を確かめ合う参加者

髙橋副市長

11 10HITOYOSHI　2013.07.01 広報ひとよし　７月号



八代 段 坂本 葉木 鎌瀬 瀬戸石 海路 吉尾 白石 球泉洞

植
村

大
隅
横
川

栗
野

吉
松

矢
岳

大
畑

人
吉

西
人
吉

渡

那
良
口

霧
島
温
泉

嘉
例
川

中
福
良

表
木
山

日
当
山

隼
人

一勝地

真
幸

世 界 遺 産 へ世 界 遺 産 へ
肥薩線、世界遺産への道―。肥薩線、世界遺産への道―。 真幸駅

vol.12

地域の宝・肥薩線を世界へ―。
100年の歴史を持つ肥薩線の鉄道遺産を紹介します。

市自治振興課肥薩線世界遺産推進室（☎22-2111内線2221）
肥薩線を未来へつなぐ協議会ホームページ　http://www.hisatsusen.com/

　

人
吉
市
で
投
票
で
き
る
方

➊
投
票
日
現
在
で
、
満
20
歳
以
上

の
方
（
平
成
５
年
７
月
22
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
）

➋
７
月
３
日
現
在
で
３
カ
月
以
上

人
吉
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
方
（
４
月
３
日

ま
で
に
転
入
を
さ
れ
た
方
）

※
平
成
25
年
４
月
４
日
以
降
に
県

内
の
ほ
か
の
市
町
村
か
ら
人
吉
市

に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
転
入
前
に

住
ん
で
い
た
市
町
村
で
投
票
ま
た

は
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

❸
そ
の
ほ
か
、
欠
格
事
項
に
あ
て

は
ま
ら
な
い
方

　

入
場
券
は
郵
送
し
ま
す

　　

投
票
所
入
場
券
は
、
世
帯
ご

と
に
郵
送
し
ま
す
。
投
票
に
行
く

と
き
は
各
自
切
り
取
っ
て
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
当
日
お
忘
れ
の
と
き

は
投
票
所
の
受
付
で
再
交
付
し
ま

す
。

　

不
在
者
投
票

　　

滞
在
先
、
指
定
病
院
、
指
定
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
で
投
票
で
き
る
場

合
や
、
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が

あ
る
方
は
、
郵
便
で
投
票
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
で
の
同
伴

　　

投
票
す
る
方
以
外
は
、
投
票
所

に
出
入
り
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

投
票
す
る
方
の
同
伴
幼
児
や
投
票

管
理
者
が
認
め
た
体
の
不
自
由
な

方
を
同
伴
し
て
の
出
入
り
は
で
き

ま
す
。

7月21日

投票区 投 　 票 　 所 投票区 投 　 票 　 所
１ 北 願 成 寺 町 公 民 館 14 田 野 活 性 化 セ ン タ ー ※
２ 鬼 木 町 内 会 館 15 西 瀬 小 学 校 鹿 目 分 校 ※
３ 人吉東小学校１年生ホール 16 大 塚 コ ミ セ ン ※
４ 紺 屋 町 会 館 17 木 地 屋 町 公 民 館 ※
５ 東 西 コ ミ セ ン 18 東 間 小 学 校 西 側 ホ ー ル
６ 修 成 館 19 大 畑 コ ミ セ ン
７ 井 ノ 口 町 公 民 館 20 岳 寿 館 ※
８ 青 井 幼 稚 園 講 堂 21 総合福祉センター大会議室
９ 下 林 町 前 村 町 内 会 館 22 中 原 コ ミ セ ン
10 中 原 小 学 校 図 工 室 23 蓑 野 町 公 民 館
11 上原田地区活性化センター 24 希 望 ヶ 丘 学 園
12 西 瀬 コ ミ セ ン 25 大 野 町 公 民 館 ※
13 カルチャーパレス１階展示場 　　※印の投票所は投票時間が午後６時まで。

期日前投票（当日投票できない方はご利用ください）
期間　７月５日（金）～ 20日（土）
時間　午前８時30分～午後８時
場所　市役所別館大会議室
※投票所入場券が届いている方は持参してください。

開　　票
日時　７月21日（日）午後９時10分～
場所　スポーツパレス大アリーナ

日

【問合せ】市選挙管理委員会事務局（☎２２－２１１１内線５３０１）

あなたの一票
　忘れず投票！

参議院議員通常選挙投票日

投 票 所 一 覧
時間：午前７時～午後８時　※一部午後６時まで

・投票所は入場券に記載されています。よくご確認ください。
・点字投票や、自書できない方の代理投票もできます。

　

人
吉
方
面
か
ら
肥
薩
線
最
長
の

矢
岳
第
一
ト
ン
ネ
ル
を
越
え
る
と

す
ぐ
に
、
日
本
三
大
車
窓
の
一
つ

に
挙
げ
ら
れ
る
風
景
が
広
が
り
ま

す
。
韓か
ら
く
に国
岳だ
け

を
は
じ
め
と
す
る
霧

島
連
山
の
美
し
い
稜り
ょ
う
せ
ん線
と
眼
下
に

広
が
る
え
び
の
盆
地
。
晴
れ
た
日

に
は
遠
く
桜
島
や
開
聞
岳
を
眺
望

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

矢
岳
駅
の
次
は
真ま

さ
き幸
駅
。
肥

薩
線
で
唯
一
宮
崎
県
に
あ
り
、
宮

崎
県
内
最
古
の
駅
で
す
。
こ
こ
で

は
大お

こ
ば畑
駅
に
続
き
、
２
回
目
の
ス

イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
を
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
矢
岳
か
ら
真
幸
を

経
て
次
の
吉
松
ま
で
は
下
り
勾
配

の
た
め
、
そ
れ
を
緩
和
す
る
た
め

に
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
が
設
け
ら
れ
、

そ
の
中
に
駅
が
で
き
ま
し
た
。

　

駅
の
開
業
は
矢
岳
―
吉
松
間
の

開
通
か
ら
１
年
半
後
の
明
治
44
年

（
１
９
１
１
年
）
５
月
11
日
。 

駅

舎
は
標
高
３
８
０
メ
ー
ト
ル
の
斜

面
に
東
向
き
に
建
ち
、
瓦
ぶ
き

切き
り
づ
ま妻
屋
根
の
木
造
平
屋
建
て
。
正

面
右
半
分
が
待
合
室
、
左
半
分
が

事
務
室
や
宿
直
室
で
す
。
待
合
室

は
天
井
中
央
に
正
方
形
の
換
気
口

を
も
ち
、
ベ
ン
チ
を
設
置
。

　

現
在
は
窓
口
を
撤
去
し
下げ

や屋
を

ト
タ
ン
ぶ
き
に
す
る
な
ど
一
部
分

改
変
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
漆し
っ
く
い喰
と

下し
た
み見
板い
た
ば
り張
を
併
用
し
た
壁
、
待
合

室
か
ら
ホ
ー
ム
に
か
け
て
め
ぐ
ら

さ
れ
た
下
屋
、
太
い
柱
な
ど
は
明

治
期
に
建
て
ら
れ
た
大
畑
駅
や
矢

岳
駅
と
同
様
に
肥
薩
線
の
古
い
駅

舎
群
に
共
通
す
る
様
式
を
維
持
し

て
い
ま
す
。

　

真
幸
駅
は
自
然
災
害
を
経
験
し

た
駅
で
も
あ
り
ま
す
。
昭
和
47
年

７
月
の
集
中
豪
雨
で
山
津
波
が
発

生
し
、
多
く
の
土
砂
が
流
出
。
駅

や
線
路
の
半
分
を
埋
め
尽
く
す
大

惨
事
と
な
り
、
復
旧
に
は
約
１
カ

月
半
か
か
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の

痕
跡
が
現
在
で
も
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
上
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
61
年
に
無
人
化
さ
れ
ま
し

た
が
、
土
日
な
ど
は
地
元
の
有
志

が
物
産
品
販
売
を
行
い
、
観
光
列

車
の
乗
客
が
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に

あ
る
「
幸
せ
の
鐘
」
を
鳴
ら
す
な

ど
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
す
。

真
の
幸
せ
を
願
う
人
々
が

集
う
駅

真幸でスイッチバックを行い、上
りは矢岳、下りは吉松へ。
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安全な水　おいしい水　ひとよしの水
　自然環境に恵まれた人吉市には、湧水を水源とする茂ケ野水源地と古仏頂水源地、井戸水を水源とする井ノ口水源
地の３つの水源地があります。いずれも地下水で、適度なミネラル分を含んだおいしい水です。
　この水を安心して飲んでいただくために、市水道局では「人吉市水質検査計画」を策定し、法
令に定められた各種の水質項目について定期的に検査を行っています。
　検査結果は、きわめて良好であるとの結果が出ています。詳しくは市ホームページに掲載して
いますのでご覧ください。
問合せ　市上水道課（☎２２－５４９７）

主な検査結果

水質項目 おいしい水の条件 茂ケ野
水源地

古仏頂
水源地

井ノ口
水源地 備　　　考

蒸発残留物 30 ～ 200mg/ℓ 108 69 67 主にミネラルの含有量を示す。量が多いと苦みや渋みなどが増し、適
度に含まれるとこくのあるまろやかな味がする。

硬度 10 ～ 100mg/ℓ 37 26 44
ミネラル分の中のカルシウム、マグネシウムの含有量を示す。硬度の
低い水は飲みやすく、高いとくせがでてくる。カルシウムに比べてマ
グネシウムが多い水は苦みを増す。

臭気度 ３以下 0 0 0 水源の状況により、さまざまな臭いが付くと不快な味がする。

残留塩素 0.4mg/ℓ以下 0.3以下 0.3以下 0.3以下 水にカルキ臭を与え、濃度が高いと水をまずくする。

水温 最高20℃以下 15℃ 14℃ 15℃ 水温が高くなると、あまりおいしくないと感じる。冷やすことにより
おいしく飲める。

風疹の予防接種はお済みですか？
～熊本県でも風疹の患者の増加が続いています～

子宮頸がん予防ワクチンの接種は

有効性とリスクを理解したうえで
3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

受けてください　現在、全国で風
ふうしん

疹が流行し、熊本県では昨年１年間の
10倍以上の患者が報告されています。
　妊婦が風疹に感染すると胎児が風疹ウイルスに感染し、
難聴、心疾患、白内障、精神や身体の発達の遅れなどの障
がいがある赤ちゃんが生まれる可能性があります（先天性
風しん症候群）。
　風疹は、春から夏にかけて多く発生しますので、特に妊
婦の周りの方は予防対策をとりましょう。

定期予防接種対象者は必ず予防接種を受けましょう。
対象者　第１期＝生後12月～ 24月
　　　　第２期＝小学校就学前１年間
妊婦に感染しないために、特に以下のうち十分な免疫が
ない方は、任意で予防接種を受けることを検討しましょう。

▼妊婦の夫、子どもとそのほかの同居家族

▼10代後半～ 40代の女性（特に妊娠する可能性が高い方）

▼産褥
じょく

早期の女性
※妊娠中は風疹の予防接種を受けることができません。

　４月から定期予防接種となった子宮頸がん予
防ワクチンの接種は、その有効性から接種は中
止しませんが、副反応について分析・評価を行
うため、当面の間、対象者への通知を行わない
など積極的な勧奨は控えます。
　従来どおり無料の接種は継続しますが、接種
を希望される場合は、子宮頸がん予防ワクチン
の有効性と副反応が起こるリスクなどについて
よく理解されたうえで接種してください。
　詳しくは、市保健センターまたは医療機関に
お尋ねください。

問合せ　市保健センター母子保健係（☎２４－８４２０）

中原跨線橋の架け替え工事を行います中原跨線橋の架け替え工事を行います
工事期間　工事期間　８月20日（火）～ 12月26日（金）８月20日（火）～ 12月26日（金）

交通規制の期間【予定】
片側通行止め　８月26日（月）～９月23日（月）まで
全面通行止め　９月24日（火）～ 12月20日（金）まで

架設から44年以上が経過した中原跨
こせんきょう

線橋は、老朽化のため
コンクリートがはがれ落ちたり、防護柵などが腐食した

りしています。
　このため、８月から架け替え工事を行います。上記の期間は
ご迷惑をおかけしますが、皆さまのご協力をお願いします。
問合せ　市道路河川課維持係
　　　　（☎２２－２１１１内線２４１５）

①中原跨線橋区間（　　　）は全
面通行止めの期間中、一般車両、
大型車など全ての車両が通行で
きません。

②歩行者の通行もできません。
③迂

うかい

回路の詳細は案内板、案内標識
（規制区間の手前、迂回路に案内
板設置）などでお知らせします。

※（　　　）は大型車の迂回路です。

龍生園

セブンイレブンセブンイレブン

ローソンローソン

ローソンローソン

サンロード

桑沢石油

外山病院外山病院

泉田保育園

人
吉
駅

吉村皮ふ科

←球磨村

錦
町
↓

↑
人
吉
IC

農免道路（上林中神線・下林北願成寺線）

風疹の予防対策

期日　７月25日（木）
時間　午後７時から
会場　中原コミセン

工事の説明会を開催します

おべんとうのヒライおべんとうのヒライ

西人吉駅

中原跨線橋
【全面通行止め】

※８月26日㈪～９月23㈪
　は片側通行止め
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お
知
ら
せ

高
齢
者
の
住
宅
改
造
費
を

助
成
し
ま
す

　

市
で
は
、
介
護
の
必
要
な
高
齢

者
が
住
み
な
れ
た
環
境
で
暮
ら
せ

る
よ
う
に
、
住
宅
改
造
に
必
要
な

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者　

本
市
に
住
居
を
有
し
、

原
則
と
し
て
介
護
保
険
法
の
「
要

介
護
等
認
定
」
を
受
け
た
65
歳
以

上
の
方
（
所
得
要
件
あ
り
）

助
成
金　

対
象
経
費
の
50
万
円
ま

で対
象
工
事　

手
す
り
設
置
、
段
差

情報ひろば
あなたの暮らしに役立つ情報をお届けします

市役所（代表） ☎22－２１１１
カルチャーパレス ☎24－３３１１ スポーツパレス ☎22－１６８８ 水 道 局 ☎22－５４９７
保 健 セ ン タ ー ☎24－８４２０ 石 野 公 園 ☎22－６７００ 人吉城歴史館 ☎22－２３２４

７
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
㈪
広
報
配
布
、
市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ

ン

２
㈫

３
㈬

4
㈭

５
㈮
「
御
下
の
乱
」
追
悼
式
（
御
下
の
乱

供
養
碑
前
）

６
㈯

７
㈰
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
七
夕
ま
つ
り

８
㈪

９
㈫

10
㈬
市
民
プ
ー
ル
夜
間
オ
ー
プ
ン

11
㈭

12
㈮

13
㈯

14
㈰

15
㈪
海
の
日

16
㈫
広
報
配
布

17
㈬

18
㈭

19
㈮

20
㈯

21
㈰
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
投
票
日

22
㈪

23
㈫

24
㈬

25
㈭

26
㈮

27
㈯

28
㈰

29
㈪

30
㈫

31
㈬

※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス

　５月に、県内で初めてダニ媒介性疾患「重症熱性血
小板減少症候群」の患者が確認されました。  
これから山林や草地などで活動する機会が増えてきま
すが、ダニも活動が活発になる季節です。予防策をしっ
かりとって、感染しないように気を付けましょう。
【予防策】
①森林や草地などに行くときは、肌の露出を少なくす
ること。

②野外活動の後は、マダニにかまれていないか確認す
ること。

③吸血中のマダニに気付いた時は、自分で取らずに速
やかに病院で処置を受けること。

④マダニにかまれて発熱などの症状が
あった場合は、病院へ受診をすること。

問合せ　市保健センター母子保健係
　　　　（☎２４－８４２０）

県内でも患者を確認！
ダニ媒介性疾患に注意！

解
消
、
和
式
便
器
か
ら
洋
式
便
器

へ
の
変
更
な
ど

※
事
前
協
議
が
必
要
で
す
。
必
ず

着
工
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
高
齢
者
支
援
課
介
護

保
険
係

募　
　

集

犬
童
球
渓
合
唱
団
で

歌
い
ま
せ
ん
か
？

　
「
犬
童
球
渓
顕
彰
音
楽
祭　

音

楽
の
夕
べ
」
で
は
、
市
内
４
つ
の

合
唱
団
が
一
つ
と
な
っ
て
「
犬
童

球
渓
合
唱
団
」
を
結
成
し
発
表
し

て
い
ま
す
。

　

音
楽
祭
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た

め
、
ま
た
音
楽
を
よ
り
身
近
に
感

じ
て
も
ら
う
た
め
、
合
唱
団
の
一

員
と
し
て
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん

か
？

演
奏
日　

11
月
24
日
㈰

場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

練
習　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
音
楽

室
で
月
２
回
程
度
開
催
（
夜
に
な

る
場
合
も
あ
り
）

応
募
要
件

○
歌
が
好
き
な
方
（
楽
譜
が
読
め

な
く
て
も
可
）

○
人
吉
球
磨
在
住
の
方

※
性
別
・
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

未
成
年
者
の
場
合
は
保
護
者
の
送

迎
を
お
願
い
し
ま
す
。　

申
込
・
問
合
せ　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ

レ
ス新

米
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の

子
育
て
塾
（
第
２
期
生
）

　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
初
め

て
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
て
い
る
母
親

と
０
歳
児
の
赤
ち
ゃ
ん
が
一
緒
に

参
加
す
る
子
育
て
塾
「
新
米
マ
マ

と
赤
ち
ゃ
ん
の
は
な
ひ
ら
く
子
育

て
塾
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

受
講
形
式
で
知
識
を
学
ぶ
だ
け

で
な
く
、
参
加
し
た
お
母
さ
ん
同

士
が
楽
し
く
語
り
合
う
こ
と
で
、

育
児
の
知
識
や
ス
キ
ル
、
親
の
役

講
座
・
教
室

催 

し 

物

「
お
で
か
け
九
ち
ゃ
ん
」
へ

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

　

九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
あ
な
た
の
ま
ち
へ
出
張

し
ま
す
。
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

７
月
17
日
㈬

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所　

東
西
コ
ミ
セ
ン

内
容　

散
歩
「
山
田
川
散
策
」

対
象　

お
お
む
ね
3
歳
未
満
の
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎

９
５
６
６
）

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

税
・
料
金

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
本
人
は

も
ち
ろ
ん
、
配
偶
者
・
世
帯
主
の

方
も
連
帯
し
て
納
め
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
経
済
的
な
理

由
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
す
る

こ
と
で
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
免
除
申
請
の
受
付

期
間　

７
月
〜
平
成
26
年
７
月

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

八
代
年
金
事
務
所
（
☎

０
９
６
５

６
１
２
３
）、
市
保

険
年
金
課
国
保
年
金
係

特
定
健
診
の
申
し
込
み

ま
だ
間
に
合
い
ま
す
！

　

特
定
健
診
の
実
施
は
８
月
ま
で

で
す
。
健
診
は
、
あ
な
た
の
体
の

こ
と
を
知
る
唯
一
の
手
段
で
す
。

申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

健　
　

康

愛
の
献
血
♥

７
月
18
日
㈭

【
球
磨
地
域
振
興
局
】

・
午
前
10
時
〜
正
午

・
午
後
１
時
〜
４
時

７
月
25
日
㈭

【
人
吉
建
設
会
館
】

・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時
30

分

特定健診受診申込率（５月31日現在）
校区 対象者(人) 受診申込(人) 受診申込率
東 1,724 778 45％
西 1,445 586 41％
東間 1,218 613 50％
西瀬 1,181 491 42％
中原 1,376 634 46％
大畑 421 184 44％
合計 7,365 3,246 44％

対
象
者　

40
〜
74
歳
の
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

健
診
会
場　

医
療
機
関

申
込
方
法　

①
申
込
書
を
返
信
用

封
筒
で
郵
送
、
②
窓
口
ま
た
は
電

話
で
申
し
込
み

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康

増
進
係

割
な
ど
を
一
緒
に
学
び
、
深
め
て

い
き
ま
す
。

対
象　

平
成
25
年
３
〜
５
月
に
生

ま
れ
た
第
１
子
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お

母
さ
ん
（
対
象
者
に
は
市
保
健
セ

ン
タ
ー
か
ら
ご
案
内
し
ま
す
）

開
催
日　

７
月
18
日
〜
８
月
８
日

の
毎
週
木
曜
日

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分場
所　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
は
希

望
者
の
み
購
入
）

問
合
せ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
母
子

保
健
係

※
４
０
０
㍉
㍑
献
血
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康

増
進
係

　「食べもの」を通して県南地域（八代地域、水俣・芦北地域、人吉・球磨地域）の活性化を目指すため、県　「食べもの」を通して県南地域（八代地域、水俣・芦北地域、人吉・球磨地域）の活性化を目指すため、県
と県南15市町村では「くまもと県南フードバレー推進協議会」設立に向けた準備を進めています。（設立予定と県南15市町村では「くまもと県南フードバレー推進協議会」設立に向けた準備を進めています。（設立予定
日７月30日（火））日７月30日（火））
　そこで、会員相互のネットワーク形成や情報の共有・発信、人材の育成などの取り組みを、協議会と一体と　そこで、会員相互のネットワーク形成や情報の共有・発信、人材の育成などの取り組みを、協議会と一体と
なって展開していく会員事業者を募集します。会員のご意見･ご提案、ニーズに応じたさまざまな取り組みをなって展開していく会員事業者を募集します。会員のご意見･ご提案、ニーズに応じたさまざまな取り組みを
展開していく予定ですので、奮ってご入会ください！　入会費・年会費は不要です。展開していく予定ですので、奮ってご入会ください！　入会費・年会費は不要です。
対象者対象者　【正会員】県南地域の農林水産業者、商工業者、関係団体、試験研究機関、教育機関など　【正会員】県南地域の農林水産業者、商工業者、関係団体、試験研究機関、教育機関など
　　　　【準会員】正会員と連携した事業などを実施・検討している県南地域外の事業者など　　　　【準会員】正会員と連携した事業などを実施・検討している県南地域外の事業者など
申込方法申込方法　入会申込書に必要事項を記入し、電子メール、ファクスまたは郵送で下記申し込み先へお送りくだ　入会申込書に必要事項を記入し、電子メール、ファクスまたは郵送で下記申し込み先へお送りくだ
さい。入会申込書や会員募集パンフレットは、県ホームページ（トップページ→組織で探す→企画課）からダさい。入会申込書や会員募集パンフレットは、県ホームページ（トップページ→組織で探す→企画課）からダ
ウンロードできるほか、市企画財政課企画政策係、球磨地域振興局総務振興課でも配布しています。ウンロードできるほか、市企画財政課企画政策係、球磨地域振興局総務振興課でも配布しています。
申込・問合せ申込・問合せ　「くまもと県南フードバレー推進協議会」設立発起人会事務局（県企画課フードバレー推進室）　「くまもと県南フードバレー推進協議会」設立発起人会事務局（県企画課フードバレー推進室）
（☎０９６－３３３－２０２０、℻  ０９６－３８２－４０６６、〒８６２－８５７０ 熊本市中央区水前寺６丁（☎０９６－３３３－２０２０、℻  ０９６－３８２－４０６６、〒８６２－８５７０ 熊本市中央区水前寺６丁
目18番１号）、電子メール　food25@pref.kumamoto.lg.jp）目18番１号）、電子メール　food25@pref.kumamoto.lg.jp）

「食べもの」で県
南を元気に！

【お詫びと訂正】　広報ひとよし６月15日号（989号）「あなたの町の避難場所」（Ｐ
３）の中で誤りがありました。正しくは次のとおりです。訂正しお詫び申し上げます。
中神城本町内自主避難場所　（誤）中神城本公民館→（正）地域学習センター

「くまもと県南フードバレー推進協議会」の会員を募集します！
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職員の初任給（平成 25年４月１日現在）
区　分 人吉市 国

一　般
行政職

大学卒 172,200 円 163,987(172,200) 円
短大卒 152,800 円
高校卒 140,100 円 133,418(140,100) 円

※（ ）内は給与改定特例法による措置がないとした場合の
　値（減額前） 。

◎職員の給与
平成24年度　職員給与費の状況（普通会計決算見込額）

職員数
給　与　費 １人当たり

給与費給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計
290 人 10 億 8,291万 1千円 1億 3,047 万円 3億 9,361万 7千円 16 億 699万 8千円 554 万 1千円

（注）「地方財政状況調査表」報告数値による。職員手当は退職手当を含まない。

職員の平均給与、平均年齢（平成 25 年４月１日現在）
一　般　行　政　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
315,556 円 334,722 円 41.8 歳

（注）平均給与は期末・勤勉手当を含まない。

退職手当（平成 25年３月 31日現在）
支給率 自己都合 勧奨・定年

勤続 20年 23.50 月分 定年 30.55月分
勧奨 32.76月分

勤続 25年 33.50 月分 41.34 月分
勤続 35年 47.50 月分 59.28 月分
最高限度額 59.28 月分 59.28 月分

そのほかの加算措置 制度なし
定年前早期退職
特別措置

（２～ 20％加算）
退職時特別昇給 なし
平均支給額 2,494 万 7千円

（注）退職手当の平均支給額は、平成 24 年度に退職した    
         全職種に係る職員に支給された１人当たりの平均額。

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額（平成 25年４月１日現在）
区　分 経験年数 10年 経験年数 15年 経験年数 20年

一般行政職
大学卒 249,925 円 290,100 円 357,800 円
高校卒 207,000 円 260,100 円 307,400 円

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいう。

一般行政職の級別職員数（平成 25年４月１日現在）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 計

標準的な職務内容
主事

技師

主事 

技師 

係長

主任

課長
課長補佐
主幹
主席

課長 

課長補佐 

部長
次長
参事

部長 

職員数（人） 18 31 94 67 50 12 6 278
構成比（％） 6.5 11.2 33.8 24.1 18.0 4.3 2.2 100

（注） は高度な業務、 は困難な業務。　※構成比については端数処理

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
市
役
所
の
状
況
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
市
職
員
の
数
と
給
与

な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
職
員
の
給
与
は
、
職
務
の
内
容
、
国
お
よ
び
ほ
か
の
地
方
公
共
団
体
や
民
間
企
業

と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
慮
し
て
、
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（注）「退職」は平成 24 年４月１日～平成 25 年３月31日、「採用」は平成 24 年４月２日～平成 25 年４月１日の間の数。

部門別職員数（各年度４月１日現在）

区　分
職員数

増減 主な増減理由
平成 25年度 平成 24年度

一般行政

議　会 6 6 0
総　務 84 86 △ 2 組織改変による企画・防災部門の配置見直し
税　務 25 25 0
民　生 34 34 0
衛　生 23 24 △ 1 保健センターの事業量に応じた配置見直し
労　働 0 ０ 0
農林水産 25 25 0
商　工 16 17 △ 1 商工一般部門の事業量に応じた配置見直し
土　木 32 33 △ 1 組織改変による建築部門の配置見直し
小　計 245 250 △ 5

特別行政 教　育 39 40 △ 1 社会教育施設・保健体育一般部門の事業量に応じた配置見直し

公営企業など

水　道 17 16 1 水道部門の業務増に伴う配置見直し
下水道 8 8 0
その他 26 26 0
小　計 51 50 1

合　計 335 340 △ 5

職員数
平成 24 年４月１日
現在の職員数

平成 24年度中の異動 平成 25年４月１日
現在の職員数退　職 採　用 派遣・人事交流

340 人 ９人 ５人 △１人 335 人

（参考）５年前・10 年前の職員数
平成 20年
４月１日現在

平成 15年
４月１日現在

349 人 386 人

◎職員の任免および職員数

（平成 24年度中）
区　分 戒告 減給 停職 免職 合計

法令に違反した場合 0
職務上の義務に違反し
または職務を怠った場合 0

全体の奉仕者たるに
ふさわしくない非行があった場合 0

上記処分に伴う管理職の
管理監督責任による場合 0

合　計 0 0 0 0 0
（注）懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対して、　　
　　　　　その責任を追及して行う不利益処分のこと。

◎職員の懲戒処分
（平成 25年４月１日現在）

区　分 給料（報酬）月額 期末手当
市　長 683,200 円

年間
2.95月分
６月期＝1.40月分
12月期＝1.55月分

副市長 587,700 円
常勤監査委員 412,300 円
教育長 515,850 円
議　長 405,000 円
副議長 370,000 円
議　員 347,000 円

◎特別職の報酬

時差出勤
部　署　名 勤務日時 実施理由

税務課、納税課、契約管財課（情報システム係）、
福祉課、高齢者支援課、保険年金課、市民課（市民係）

月・木曜日
10:15 ～ 19:00

窓口の開庁時間延長に対応
するため、当番職員に適用

勤務時間
勤務時間 休憩時間 週休日

8:30 ～17:15 12:00 ～ 13:00 土・日曜日
※７時間 45分／１日、38 時間 45 分／１週間

◎職員の勤務時間そのほかの勤務条件

職員手当（平成 25年４月１日現在）
期末・勤勉手当
（国と同じ） 年間 3.95 月分

扶養手当
（国と同じ）

配偶者 13,000 円
その他の扶養親族 １人 6,500 円

通勤手当
（国と同じ）

交通機関・自動車などを利用する場合、
距離に応じて 2,000 円～ 24,500 円

住居手当
（国と一部異なる）

借家の限度額 27,000 円
持ち家 2,000 円

特殊勤務手当
（国と異なる）

税務手当・社会福祉業務手当・選挙事
務手当など

市
職
員
の
数
と
給
与
を
公
表

　平成 25年度の市職員採用試験に関す
るお知らせは、広報ひとよし７月 15日
号に掲載します。

市職員採用試験のお知らせ

　ここに掲載したものは、公表資料の一部です。
　詳しくは、市の掲示板およびホームページに掲
載していますのでご覧ください。
【問合せ】
市総務課職員係（☎２２‒２１１１内線２１１２）
E メール　soumu@city.hitoyoshi.lg.jp
ホームページ
http://www.city.hitoyoshi.lg.jp/
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人吉市消費生活センター
☎２２‒２１１１内線1215・1216

Consumption life center

応募・問合せ
〒 868-8601 人吉市麓町 16
総務課秘書広報係
（☎ 22‒2111 内線 2208）
Eメール
soumu@city.hitoyoshi.lg.jp

　このコーナーでは、皆さんが疑問
に思っている国民健康保険の仕組み
についてご紹介していきます。

市保険年金課国保年金係（☎２２－２１１１内線１２２１）

もっ
と分かりやすく！

人吉市図書館
場　所：人吉カルチャーパレス内
開館日：火曜日～日曜日、祝日
休館日：月曜日（祝日に当たる
場合は、その翌日）、年末年始
（12月29日～１月３日）

３歳までの子どもの写真募集中！

問 図書館　☎２４‒３５１８

この本よかばい！

す
る
自
助
努
力
が
不
可
欠
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
一
人
一
人
が
、
自
分
の
健
康

に
つ
い
て
再
度
見
つ
め
直
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

改
め
て
健
康
保
険
に
つ
い
て
考
え
て
み

る
と
、「
備
え
」
と
い
う
言
葉
に
た
ど
り

着
き
ま
す
。

　

病
気
を
し
な
い
よ
う
に
備
え
る
（
自
分

の
健
康
は
自
分
で
守
る
）。

　

病
気
を
し
た
と
き
の
自
己
負
担
に
備

え
、
貯
え
を
持
つ
。

　

病
気
を
し
た
と
き
の
保
険
給
付
に
備

え
、
国
保
税
を
負
担
す
る
。

　

あ
な
た
の
健
康
は
、
誰
の
も
の
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
自
身
の
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
自
分
の
健
康
を
守
る
の
も
自
分

自
身
な
の
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
も
し
皆
さ
ん
が
病

気
や
け
が
を
し
た
場
合
に
、
安
心
し
て
治

療
を
受
け
、
健
康
を
取
り
戻
し
、
健
康
で

穏
や
か
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
お
手

伝
い
を
す
る
も
の
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
人
吉
市
で
、
穏
や
か
に
暮
ら
す
皆

さ
ん
一
人
一
人
が
主
役
で
す
。
そ
し
て
、

そ
の
暮
ら
し
を
支
え
る
の
が
人
吉
市
国
民

健
康
保
険
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
と
一

緒
に
国
民
健
康
保
険
の
健
全
な
運
営
が
で

き
る
こ
と
を
願
っ
て
、
こ
の
連
載
を
終
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
は
最
終
回
で
す
の
で
、
ま
と
め
の

お
話
を
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
一
人
一
人
が
国
民

健
康
保
険
税
を
負
担
し
、
皆
さ
ん
の
保
険

給
付
を
支
え
合
う
相
互
扶
助
の
制
度
で

す
。
ま
た
、
国
・
県
の
公
費
負
担
も
あ
る

こ
と
か
ら
す
る
と
、
共
助
・
公
助
の
制
度

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

現
在
、
国
民
健
康
保
険
で
負
担
す
る
医

療
費
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
医
療
費
が
増
え
続
け
れ
ば
、

国
民
健
康
保
険
税
負
担
が
増
え
る
だ
け
で

な
く
、
国
民
皆
保
険
制
度
自
体
の
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
健
康
は
、
自
助
、
共
助
、
公

助
で
守
ら
れ
ま
す
。
そ
の
共
助
・
公
助
の

制
度
で
あ
る
健
康
保
険
制
度
を
今
後
も
持

続
す
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
に
対

最終回

３歳までの子どもの写真募集中！

　

こ
こ
数
年
、
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
は
「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
に
関
す

る
相
談
が
年
間
約
３
万
件
も
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
以
前
と
比
べ
る
と
手
口
が
巧
妙

に
な
り
、
契
約
金
額
も
高
額
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
細
心
の
注
意
が
必
要
で
す
。

　

相
談
の
内
容
を
み
る
と
、
迷
惑
メ
ー
ル

な
ど
か
ら
誘
導
さ
れ
て
「
著
名
人
に
会
い

た
い
」「
相
談
に
乗
っ
て
あ
げ
た
い
」「
内

職
を
し
た
い
」「
運
気
を
上
げ
た
い
」
な

ど
好
奇
心
や
興
味
を
ひ
か
れ
、
サ
イ
ト
の

利
用
を
開
始
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
目
立
ち

ま
す
。

　

サ
イ
ト
業
者
が
利
用
客
を
装
っ
た
サ
ク

ラ
を
雇
っ
て
消
費
者
を
だ
ま
し
た
と
判
断

さ
れ
る
事
例
が
複
数
み
ら
れ
る
た
め
、
国

民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
の
手
口
を
〝
サ

ク
ラ
サ
イ
ト
商
法
〞
と
名
付
け
ま
し
た
。

　

サ
イ
ト
の
特
徴
と
し
て
は
、
多
く
は
一

定
期
間
の
メ
ー
ル
交
換
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
が
、
そ
の
後
ポ

イ
ン
ト
の
購
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
話

が
盛
り
上
が
り
、
メ
ー
ル
交
換
を
す
る
こ

と
に
抵
抗
感
が
な
く
な
っ
て
き
た
段
階
で

「
有
料
ポ
イ
ン
ト
を

購
入
し
な
い
と
連

絡
が
取
れ
な
く
な

る
」
な
ど
と
サ
イ

ト
業
者
か
ら
連
絡

が
あ
り
ま
す
。
現

金
振
り
込
み
だ
け

携
帯
電
話
の
出
会
い
系
ト
ラ
ブ
ル

連絡先を忘れずに で
な
く
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
電
子
マ

ネ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
決
済
の
中
か
ら
決
済
方

法
を
選
択
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
購
入
す
る
う

ち
、
気
付
い
た
と
き
に
は
被
害
額
が
高
額

に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
ま
す
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

サ
イ
ト
利
用
の
き
っ
か
け
と
な
る
迷
惑

メ
ー
ル
や
怪
し
い
サ
イ
ト
に
は
絶
対
に
返

信
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、

「
お
金
を
あ
げ
る
」「
タ
レ
ン
ト
な
ど
の
著

名
人
と
会
え
る
」
な
ど
、
本
当
か
ど
う
か

確
認
で
き
な
い
相
手
と
の
メ
ー
ル
交
換
は

絶
対
に
し
な
い
こ
と
で
す
。

　
　
　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

く
ら
し
の
豆
知
識
よ
り

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
と
感
じ
た
り
、
不
安

に
思
う
事
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大内 正伸／学研パブリッシング

楽しい山里暮らし実践術

松井 孝・監修／金の星社

そだててみよう！
はじめての栽培 ミニトマト

新
刊
案
内 (

６
月
の
新
刊
か
ら)

児童

一般

今西 乃子／金の星社

心のおくりびと
東日本大震災
復元納棺師

山口 典子さん

今
月
の
紹
介
者

南町

間
伐
の
方
法
＆
利
用
法
か
ら
、

清
水
の
ひ
き
方
、
石
垣
・
山
道

づ
く
り
、
建
具
の
修
理
ま
で
、

山
里
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
Ｄ

Ｉ
Ｙ
技
術
を
イ
ラ
ス
ト
と
写
真

で
解
説
。
学
研
の
雑
誌「
ド
ゥ
ー

パ
！
」
の
連
載
を
も
と
に
書
籍

化
さ
れ
た
、
山
里
で
楽
し
く
暮

ら
す
ヒ
ン
ト
満
載
の
一
冊
で
す
。

学
校
や
家
庭
で
育
て
る
こ
と
が

多
い
身
近
な
植
物
に
つ
い
て
、

初
め
て
で
も
世
話
が
で
き
る
よ

う
に
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
で
特
徴

や
栽
培
方
法
を
分
か
り
や
す
く

紹
介
し
て
い
ま
す
。
同
じ
シ

リ
ー
ズ
で
、
ア
サ
ガ
オ
、
サ
ツ

マ
イ
モ
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
ヒ

マ
ワ
リ
の
本
が
あ
り
ま
す
。

　

私
と
人
吉
市
図
書
館
と
の
付
き

合
い
は
11
年
ほ
ど
。
幼
い
３
人
の
わ

が
子
と
絵
本
や
図
鑑
を
借
り
て
自

宅
で
毎
日
読
み
聞
か
せ
を
楽
し
み
ま

し
た
。
子
ど
も
の
笑
顔
と
笑
い
声
に

癒
や
さ
れ
た
日
を
思
い
出
し
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
現
在
「
本
＆
図
書

館
好
き
」
に
成
長
し
た
兄
妹
は
高

校
生
、
中
学
生
、
小
学
生
で
す
。

　

こ
の
本
は
、
東
日
本
大
震
災
後

に
被
災
地
に
入
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
３
０
０
体
以
上
の
ご
遺
体
を

復
元
し
た
復
元
納
棺
師
の
魂
の
記

録
で
す
。

　

読
み
始
め
る
と
涙
が
止
ま
り
ま

せ
ん
が
、
全
部
読
み
終
え
る
と
家

族
を
大
切
に
思
い
、
命
の
尊
さ
に

心
か
ら
感
謝
し
前
向
き
に
な
れ
る

内
容
で
す
。
家
族
と
は
、命
と
は
、

な
ぜ
生
き
る
の
か
？　

ぜ
ひ
親
子

で
読
ん
で
ほ
し
い
一
冊
で
す
。

７月の休館日
１ 日、 ８ 日、16日、22日、
29日

「
皆
さ
ん
と
と
も
に
」

〜
市
民
み
ん
な
が
健
康
で

笑
顔
で
暮
ら
す
た
め
に
〜
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市長の部屋
ひと好し ちょっといい話

「先手あいさつ明るい笑顔、傘一本お茶一杯運動」を広げましょう

　

今
年
も
、
え
ろ
ー
ほ
め
く
夏
が
や
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
熱
中
症
に
は
、
年

齢
に
関
係
な
く
、
誰
で
も
陥
り
ま
す
。

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

市
長
室
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
は

じ
め
全
国
各
地
の
方
々
か
ら
お
手
紙
を

頂
戴
い
た
し
ま
す
。
最
近
い
た
だ
い
た

お
手
紙
は
、「
こ
こ
で
生
ま
れ
育
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
、
人
吉
で
就
職
し
、
結

婚
し
、
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
、
雇

用
の
場
を
も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
母
親
な
ら
で
は
の
内
容
で
し

た
。

　

こ
の
６
年
間
、
企
業
訪
問
を
重
ね
、

何
と
か
誘
致
に
つ
な
げ
よ
う
と
必
死
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
国
内

外
の
経
済
情
勢
や
少
子
高
齢
化
の
波
を

受
け
、な
か
な
か
思
う
に
任
せ
ま
せ
ん
。

残
念
な
が
ら
人
吉
は
今
、
工
場
閉
鎖
の

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
あ
き
ら

め
ず
に
や
り
抜
こ
う
と
、
７
月
か
ら
全

職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
地
場
産
業
を
大

切
に
し
つ
つ
、
企
業
誘
致
を
進
め
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
会
う
人
ご
と
に
Ｐ
Ｒ

戦
術
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

50
年
前
、
中
学
の
先
輩
、
同
級
生
、

後
輩
た
ち
は
「
金
の
卵
」
と
言
わ
れ
、

集
団
就
職
列
車
に
揺
ら
れ
て
、
大
都
会

に
旅
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
あ
の
時
の

人
吉
駅
で
の
別
れ
が
、
今
も
切
な
く
脳

裏
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。
み
ん
な
仲

良
く
、
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
で
暮
ら
し

た
い
も
の
で
す
。
ま
し
て
家
族
の
思
い

と
し
て
は
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
す
。

再
び
闘
志
を
喚
起
さ
れ
た
お
手
紙
で
し

た
。

　

び
ん
た
に
刻
み
、
が
ま
だ
し
ま
す
！

　人吉市と一緒に、市民の健康づくりのお手伝いをしていただける団体・企業などを募集します。まちのため、
仲間のため、あなたのために健康づくりを進めませんか？
事業内容　市民と市が一体となって健康づくりを進めるため、団体・企業等と市で協定を締結します。締結によ
り取り組んでいただきたいこと、市の役割は次のとおりです。
⑴団体・企業等の取り組み
　①団体内での健康診査（特定健診、がん検診など）受診の推進
②従業員や家族への健康づくり情報の提供
③健康づくり講座の開催（年１回以上）
④窓口へのポスター掲示など啓発活動への協力
⑵市の取り組み
　①健康づくり講座等への講師派遣（保健師・栄養士等）
②健康づくりに関する情報提供
③協力団体・企業などを広報ひとよし、市ホームページで紹介
⑶そのほか
　市民の健康づくりについて、市長と協力団体等代表者の皆さんとの意見交換会なども予定しています。
応 募 方 法　「人吉市笑顔と健康のまちづくり協定申込書」を郵送またはファクス、メールで提出してください。

申込書などは、市のホームページに掲載するほか、市保健センター窓口に準備しています。
募 集 期 限　平成26年１月31日（金）※応募に合わせ、順次協定を締結します。
応募・問合せ　市保健センター健康増進係

（〒868-8790　西間下町7-1　☎２４－８０１０、℻  ２４－８５４６）
電子メール　hokencenter@city.hitoyoshi.lg.jp

市民の健康づくりのパートナーとなっていただく
団体・企業を募集します!!

「人吉市笑顔と健康のまちづくり協定」協力団体募集

人
吉
市
で
は
、
地
域
主
権
型

社
会
に
対
応
し
た
行
政
経

営
を
行
う
た
め
に
、
第
5
次
人
吉

市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

行
政
改
革
大
綱
と
は
市
の
行
政

経
営
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で

す
。
将
来
に
わ
た
り
安
定
し
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
、
市
役
所
の
全
て
の
組
織
・
職

員
が
日
々
の
業
務
の
中
で
改
革
努

力
を
重
ね
て
い
く
う
え
で
基
本
的

な
指
針
と
な
り
ま
す
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
て

　

こ
れ
ま
で
市
は
、
昭
和
61
年
に

策
定
し
た
第
1
次
行
政
改
革
大
綱

か
ら
直
近
の
第
4
次
行
政
改
革
大

綱
（
平
成
21
〜
23
年
）
ま
で
行
政

改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
行
政
改
革
大
綱
は
、
昨

年
度
か
ら
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た

第
5
次
人
吉
市
総
合
計
画
の
基
本

理
念
「
市
民
み
ん
な
が
健
康
で
笑

顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
と
将
来

都
市
像
「
自
然
と
相
良
文
化
が

輝
く
美
し
き
千
年
都
市
ひ
と
よ

し
」
の
実
現
に
向
け
た
も
の
で

す
。
第
4
次
行
政
改
革
大
綱
で
示

し
た
市
役
所
の
目
指
す
姿
「
４
つ

の
Ｃ
」（Confi dence

〈
信
頼
〉、

Collaborate

〈
協
働
〉、C

hal-
lenge

〈
挑
戦
〉、Create

〈
創
造
〉）

を
継
承
し
、
ス
ピ
ー
ド
と
柔
軟
性

を
持
っ
て
、
社
会
情
勢
の
変
化
に

対
応
で
き
る
行
政
経
営
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
効
率
的
な
行
政
の
推
進
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
は
具
体
的
な
取
り
組
み
か
ら

　

行
政
改
革
大
綱
で
は
、
基
本
項

目
と
し
て
３
つ
の
重
点
項
目
と
23

の
具
体
的
な
取
り
組
み
項
目
を
設

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
推
進
期

間
は
総
合
計
画
の
終
期
と
合
わ
せ

７
年
間
（
平
成
25
年
４
月
〜
平
成

32
年
３
月
）
で
す
。

　

23
の
具
体
的
な
取
り
組
み
項
目

を
第
一
ス
テ
ッ
プ
と
し
、
毎
年
見

直
し
を
加
え
な
が
ら
、
実
効
性
の

あ
る
行
政
改
革
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

１　かがやきづくりトークへの参加者の増加策
２　市役所業務に関するＱ＆Ａの作成
３　ホームページのコンテンツの充実
４　市民との協働の推進

５　職員のおもてなし力の向上
６　職場内、職場間のコミュニケーションの活性化
７　各種証明書の窓口以外での交付の検討
８　相談しやすい窓口環境の整備
９　庁舎案内表示の整備
10　図書館の利用方法の改善
11　職員提案制度の見直し
12　組織機構改革・事務分掌の見直し
13　新たな“人財”育成基本方針の策定
14　組織目標管理制度の導入
15　コンプライアンス意識の向上

16　税・料の収納意識の向上
17　内部管理経費の節減
18　公共施設PPSによる電気料金削減の検討
19　旅費に係る日当の見直し
20　公用自転車の導入
21　遊休資産や不要物品の有効活用
22　定員適正化計画の推進
23　事業仕分けの導入の検討

市民と行政
との協働

持続可能な
財政運営

感動される
市政の推進

市
民
み
ん
な
が
健
康
で
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち

【基本理念】 【重点項目】 【具体的な取り組み項目】

※詳しい内容は、市ホームページをご覧ください。希望される方には資料を送付することもできます。
【問合せ】　市企画財政課行政経営係（☎２２－２１１１内線２１２１）

第
5
次
人
吉
市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た

Confidence!  Collaborate!  Challenge!  Create!
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〒
868-8601　

熊
本
県
人
吉
市
麓
町
16
番
地

http://w
w
w
.city.hitoyoshi.lg.jp/　

　
info@

city.hitoyoshi.lg.jp
☎
（
0966）

22-2111　
℻
  （
0966）

24-7869
編
集
・
発
行
　
人
吉
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係

広
報
ひ
と
よ
し
　
平
成
25
年
７
月
号
　
第
９
９
０
号

H i t o y o s h i  i n f o r m a t i o n

部 門 曲 目
審査方法

〒 868-0015　下城本町１５７８番地１　カルチャーパレス内

球磨の民謡全国選手権大会実行委員会（☎２４－３３１１）　　
申込み
問合せ

申込締切　８月10日（土）　※消印有効

第１回球磨民謡全国選手権大会　    ９月７日（土）　
第17回球磨川舟唄全国大会　           ９月８日（日）　
時間：両日とも午前10時～午後５時　会場：カルチャーパレス

■少年少女の部（15歳以下）
■青年の部（16～ 49歳）
■壮年の部（50～ 64歳）
■実年の部（65～ 69歳）
■高年の部（70～ 74歳）
■寿年の部（75歳以上）
※レコード会社と契約している
プロ歌手でない方に限ります。
※両大会とも申し込みできます。

■第１回球磨民謡全国選手権大会　
　人吉球磨で歌われている民謡から１曲・２分以内
※特別審査員として福島県浪江町出身の民謡歌手・
原田直之さんにお越しいただきます。
■第17回球磨川舟唄全国大会
　球磨川舟唄・ワンコーラス
※両大会とも予選は行わず、本選のみを行います。

一般1,500円、中学生以下1,000円（弁当代込み）
現金書留で申込書を添えて送金するか事務局へ直接申し込んでください。

交流会「人吉宵の宴
うたげ

」を開催します！

内　容　郷土料理と球磨焼酎でのおもてなし
日　時　９月７日（土）　午後６時30分
場　所　カルチャーパレス屋外集会場
会　費　2,000円
申　込　現金書留で申込書を添えて送金する
か事務局へ直接申し込んでください

          

人吉球磨地方で古くから生活の中で歌い継がれてきたさまざまな民謡。それらを継承し発展させるため、
２つの大会を開催します。練習の成果をステージで発揮してみませんか？

出 場 料
申込方法

※大会に向けた事前練習を行う「民謡教室」を開講予定です。詳しくはお問い合わせください。


